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食育～誕生会＆給食のお手伝い～

食は生きるために必要不可欠であり、幼児期は一生の食習慣が形成される大事な時期です。だか

らこそ、このベストタイミングに遊びを通して食への興味・関心を少しでも高めてほしいと思い、

今年度は誕生会で、食育に関連したお楽しみを行ったり、給食の準備を手伝ってもらったりして

います。誕生会 第１回目は、先生たちによる三食食品群（緑・黄・赤）の劇です。この３人が笑

いあふれる劇を通して、それぞれのはたらきについてわかりやすく教えてくれました。そして好

き嫌いせず、なんでもバランスよく食べることの大切さをみんなで再確認しました。 

第２回目は、三食食品群に関連したゲームを異年齢で行いました。大きいクラスの子と小さいク

ラスの子がペアになって○×クイズを楽しんだり、緑・黄・赤のチームに分かれて各食品群のア

ピールタイムを行ったりしました。 

遊びから学びに繋がる 架け橋  

 幼児期の「遊びを通した総合的な学び」から小学校の「教科中心とした体系的な学習」への移

行がスムーズにいくための取り組みが架け橋プログラムです。魚沼市では幼保小で合同研修や

会議を行い『架け橋期のカリキュラム』を作成しています。 

めぐみ幼稚園では【幼児期の終わりまでに育ってほしい 10の姿】を意識しながら、遊びを通

した学びを充実できるよう、日々取り組んでいます。「のびのびの日」では、豊かで多様な経験

を通して、様々な学びの芽を育てています。育んだ芽が小学校で大きく育ってほしいと願って

います。 
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体を作る 
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体の調子を 
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先生たちによる三食食品群の劇 
２回目は○×クイズ 

「フキのすじ取り」 「じゃがいも洗い」 「とうもろこしの皮むき」 
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日々の記録を、写真や動画で残すようになってから、子どもたちの成長がよりはっきりと

感じられるようになりました。 

入園したての頃、お手伝いに来た年長児の横に、無表情のまま立っている満 3 歳児の姿は、

今にも泣き出しそうで、親元を離れて頑張っている姿がけなげで、抱きしめたくなる程でし

た。それが、1か月と経たないうちに変わっていき、気がつけば室内遊びも外遊びも、水遊び

も、泥遊びも笑顔の写真でいっぱいです。言葉もたくさん出るようになり、3歳とは思えない

ほどの語彙力です。先日、水を張った小さなたらいの中で、ぎゅうぎゅうになりながら入って

いた 2 人がケンカを始めました。小さいじょうろの取り合いです。奪われた子どもが取り返

そうと必死で手を出しますが、相手もあちこち振り回して取られないようにしています。同

じシーンが繰り返されましたが、絶対にお互い相手をたたいたりせず、奪い取る仕草だけ。最

後に女の子が男の子に向かって「優しくしてよ！」と言いケンカが終わりました。偶然だった

かもしれませんが、手を出さずに、言葉でケンカを終わらせた 2人に、ただただ驚きました。

そして、この子どもの世界を見守ってくれた先生にも感謝です。大人が入っていたら展開は

変わっていたかもしれません。子どもたちは、意識しなくても日々の生活の中で、このように

社会で生きるための力を学んでいると改めて気づかされます。 

 

先日、中学生の職場体験に来た卒園児が、「自分が卒園した幼稚園で体験できて良かったです。

先生方に大切に育てていただいたこともよく分かりました」と書いてくれた礼状に胸が熱く

なりました。他の卒園児も、「小学校の卒業式の後、幼稚園にあいさつに来た帰り道、うれし

くていっぱい泣きました」と話し、6年後も心に残っていたことに、私の方が泣きそうになり

ました。幼児期に何を教えてもらったかではなく、どんなふうに過ごしたかが大事と言われ

ます。めぐみ幼稚園では、学び急ぐことなく、ゆっくりじっくり、全身の五感を使って、友だ

ちといっぱい遊んで、子どもたちが自ら学んでいきます。そんな学びがしっかりと成長に繋

がっていることを感じた出来事でした。今年度も、20年、30年先を生きる子どもたちのため

に、しっかりと環境を整え、笑顔で過ごしていきたいと思います。 

園長 羽鳥敦子 
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